
 

会
長
あ
い
さ
つ

竹
内
　
一
普

　
つ
な
が
る
、
広
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

を
！

　
高
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
85
校

の
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
集
ま
っ
た
小
中
養

護
学
校
お
よ
び
中
央
中
等
教
育
学
校

で
組
織
さ
れ
る
県
下
最
大
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
で
す
。
私
た
ち
は
単
位
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
共
に
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
成

長
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
連
絡
・
連
携
を
図
る
こ

と
を
主
な
活
動
の
第
一
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
本
年
度
も
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
あ
る
事
業
を
展
開
し
元

気
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
組
織
改
革
に
よ
っ
て
、
平
成
22
年

度
よ
り
そ
れ
ま
で
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
制

か
ら
８
ブ
ロ
ッ
ク
制
に
細
分
化
さ
れ
、

隣
接
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
間
の
さ
ら
な
る
連

携
推
進
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
に
よ
る
会
長
さ
ん
同
士
の「
ヨ

コ
の
つ
な
が
り
」
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
情
報
交
流
が
盛
ん
に

な
り
、
合
同
研
修
会
な
ど
が
計
画
さ

れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て
い
る

の
で
す
。

　
会
長
さ
ん
た
ち
の
情
報
交
流
は
そ

れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
と
っ
て
有

意
義
で
す
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
健
全

育
成
を
推
進
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
共
有
し
活
用
す
る
こ
と
が
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
性
化
、
さ
ら
に
市
Ｐ

連
の
存
在
価
値
を
も
高
め
る
の
で
し

ょ
う
。

　
半
世
紀
以
上
も
前
に
で
き
た
Ｐ
Ｔ

Ａ
。
せ
っ
か
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
う
組
織

・
制
度
が
あ
る
の
で
す
か
ら
保
護
者

の
私
た
ち
は
そ
れ
を
大
い
に
活
用
し

た
い
と
こ
ろ
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
る
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
、

そ
の
関
わ
り
方
は
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

で
良
い
は
ず
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
方
法

が
つ
な
が
り
あ
う
時
、
学
校
や
地
域

は
自
ず
と
盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ

う
し
、
そ
ん
な
活
動
の
領
域
が
広
が

っ
て
く
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。

　
本
部
役
員
紹
介

▼
会
長

　
　
竹
内　
一
普
（
北　
小
）

▼
副
会
長

　
　
富
山　
俊
吾
（
中
央
小
）

　
　
梅
山　
文
秀
（
六
郷
小
）

　
　
中
里
見
信
章
（
里
見
小
）

　
　
今
井　
陽
子
（
城
南
小
）

　
　
鈴
木　
　
充
（
片
岡
小
）

　
　
神
宮　
嘉
一
（
中
川
小
）

▼
常
任
理
事

　
　
高
橋
い
よ
子
（
矢
中
中
）

　
　
樋
口
恵
美
子
（
倉
賀
野
小
）

　
　
原　
　
孝
洋
（
下
室
田
小
）

　
　
安
田　
祐
子
（
群
馬
南
中
）

　
　
小
路　
美
芳
（
吉
井
西
中
）

　
　
小
峯　
希
子
（
塚
沢
中
）

▼
担
当
校
長

　
　
伊
藤　
　
肇
（
東　
小
）

　
　
星
野
順
一
郎
（
南
八
幡
中
）

■
監
　
事

　
　
谷
越　
康
洋

　
　
宮
田　
義
和

■
顧
　
問

　
　
川
鍋　
太
志

　
　
小
此
木
正
信

　
　
手
島　
茂
樹
（
東
京
福
祉
大
）

■
参
　
与

　
　
土
屋
万
智
子　
　
　

■
理
　
事（
ブ
ロ
ッ
ク
長
兼
務
）

　
第
一
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
岩
崎　
靖
志
（
榛
名
中
）

　
第
二
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
岡
田　
弘
一
（
箕
郷
中
）

　
第
三
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
武
藤　
朋
広
（
岩
平
小
）

　
第
四
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
宮
田　
憲
男
（
養　
護
）

　
第
五
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
佐
藤　
　
勉
（
寺
尾
中
）

　
第
六
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
御
供　
直
起
（
長
野
小
）

　
第
七
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
鈴
木　
宏
輝
（
佐
野
小
）

　
第
八
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
桂　
健
太
郎
（
南　
小
）

■
委
員
会

▼
家
庭
教
育
委
員
会

　
委
員
長

　
　
鈴
木　
　
充
（
片
岡
小
）

　
担
当
本
部
役
員

　
　
神
宮　
嘉
一
（
中
川
小
）

　
　
樋
口
恵
美
子
（
倉
賀
野
小
）

　
　
安
田　
祐
子
（
群
馬
南
中
）

　
　
小
峯　
希
子
（
塚
沢
中
）

▼
情
報
委
員
会

　
委
員
長

　
　
中
里
見
信
章
（
里
見
小
）

　
担
当
本
部
役
員

　
　
梅
山　
文
秀
（
六
郷
小
）

　
　
高
橋
い
よ
子
（
矢
中
中
）

　
　
原　
　
孝
洋
（
下
室
田
小
）

　
　
小
路　
美
芳
（
吉
井
西
中
）

第
一
回

家
庭
教
育
委
員
会
主
催

Ｐ
Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

【
日
時
】
平
成
24
年
10
月
17
日（
水
）

　
　
　
　
午
後
７
時
よ
り

【
会
場
】
高
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
〈
ソ
シ
ア
ス
〉市
民
ホ
ー
ル

【
内
容
】
講
演
会

　
　
演
題
『
親
力
の
向
上
～
子
ど
も

　
　
　
　
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

　
　
　
　
す
魔
法
の
セ
ミ
ナ
ー
』

　
　
講
師　
青
栁　
博
文
氏

　
（
高
崎
健
康
福
祉
大
学
高
崎
高
校

　
　
硬
式
野
球
部
監
督
）

　
子
ど
も
た
ち
の
未
知
な
る
可
能
性

を
い
か
に
引
き
出
す
の
か
…
健
大
高

崎
硬
式
野
球
部
・
青
栁
監
督
が
熱
く

語
る
『
選
手
の
力
を
２
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
発
揮
さ
せ
る
魔
法
』
の
数
々
。

こ
こ
で
し
か
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

『
親
子
の
関
係
を
超
え
た
選
手
と
の

感
動
実
話
』
な
ど
。

　
今
、
親
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何

か
。
親
力
が
向
上
す
る
ヒ
ン
ト
を
ぜ

ひ
、
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
※
詳
細
は
、
各
学
校
の
Ｐ
Т
Ａ
担

当
の
先
生
に
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

第
51
回
研
究
大
会

▼
実
行
委
員
長

　
　
富
山　
俊
吾
（
中
央
小
）

▼
副
実
行
委
員
長　
　
　

　
　
今
井　
陽
子
（
城
南
小
）

　
12
月
８
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
、

高
崎
市
文
化
会
館
に
て
、
高
崎
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
第
51
回
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　
講
演
会
の
講
師
に
は
、
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
で
有
名
な
俳
優
・
武
道
家
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
藤
岡
弘
氏
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

高
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
広
報
紙 

た
か
さ
き
倶
楽
部
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今
回
は
、
金
環
日
食
の
観
察
、
学

校
給
食
の
方
法
お
よ
び
環
境
を
意
識

し
た
体
験
学
習
の
取
組
に
つ
い
て
、

記
事
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
校
で
！

お
家
で
観
た
よ
！

天
文
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

【
新
町
第
二
小
学
校
】

　
登
校
中
で
の
観
察
に
よ
る
危
険
を

回
避
し
、
安
全
に
観
察
が
で
き
る
よ

う
に
、
登
校
時
間
を
15
分
遅
ら
せ
ま

し
た
。
事
前
に
案
内
を
し
て
い
た
の

で
、
特
に
混
乱
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
日
は
前
日
に
雨
が
降
り
観
察

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
天
気
に
な

り
み
ん
な
観
察
で
き
た
よ
う
で
す
。

【
榛
名
中
学
校
】

　
希
望
者
を
対
象
と
し
て
７
時
30
分

か
ら
30
分
程
度
、
観
察
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
理
科
部
会
で
は
、
観
察
方

法
と
注
意
事
項
の
プ
リ
ン
ト
、
ピ
ン

ホ
ー
ル
法
で
観
察
す
る
た
め
の
用
具

を
準
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
宅
に

観
察
用
具
が
あ
る
生
徒
に
は
当
日
持

参
さ
せ
、
互
い
に
貸
し
合
い
な
が
ら

観
察
し
ま
し
た
。
１
７
３
年
ぶ
り
の

天
体
シ
ョ
ー
を
存
分
に
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
入
野
小
学
校
】

　
安
全
面
を
考
慮
し
て
30
分
早
く
登

校
。
興
味
の
あ
る
保
護
者
に
は
児
童

と
一
緒
に
登
校
し
て
も
ら
い
、
共
に

観
察
を
行
い
ま
し
た
。
日
食
グ
ラ
ス

は
全
児
童
分
を
確
保
。
そ
の
他
、
天

体
望
遠
鏡
と
手
作
り
の
ピ
ン
ホ
ー
ル

観
察
用
具
で
、
木
漏
れ
日
の
観
察
な

ど
を
行
い
、
世
紀
の
天
文
シ
ョ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

【
大
類
中
学
校
】

　
特
に
登
校
時
間
の
変
更
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
あ
ら
か
じ
め
資
料
を

配
布
し
興
味
を
持
っ
て
観
察
で
き
る

よ
う
に
し
、
希
望
者
が
早
め
の
登
校

を
し
て
観
察
会
を
し
ま
し
た
。
観
察

用
レ
ン
ズ
は
な
る
べ
く
多
く
の
生
徒

に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
一
部
の

生
徒
に
手
作
り
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
長
野
郷
中
学
校
】

　
事
前
に
生
徒
に
連
絡
し
、
観
察
し

た
い
生
徒
は
当
日
校
庭
で
観
察
で
き

る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
学
校
で
も

日
食
グ
ラ
ス
を
１
０
０
個
ほ
ど
用
意

し
、
生
徒
に
貸
し
出
し
ま
し
た
。
理

科
の
教
員
が
中
心
と
な
っ
て
指
導
に

当
た
り
、
当
日
は
午
前
７
時
過
ぎ
頃

か
ら
生
徒
が
集
ま
り
始
め
、
お
よ
そ

１
０
０
名
ほ
ど
の
生
徒
が
校
庭
で
、

観
察
を
行
い
ま
し
た
。

【
岩
鼻
小
学
校
】

　
家
庭
で
安
全
に
観
察
し
て
か
ら
と

い
う
こ
と
で
、
登
校
の
集
合
時
間
を

７
時
50
分
と
し
、
始
業
時
刻
が
８
時

40
分
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
観
察

は
任
意
で
し
た
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
大
人
も
子
供
も
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
県
内
１
７
３
年
ぶ
り
と
な
る
神
秘

の
時
間
を
共
有
し
て
い
る
様
子
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
多
胡
小
学
校
】

  

い
つ
も
よ
り
少
し
早
く
登
校
し
て

校
庭
で
、
自
由
観
察
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
観
察
グ
ラ
ス
は
、
家
庭
か
ら

持
参
し
た
り
、
理
科
室
の
も
の
を
用

意
し
ま
し
た
。
地
面
に
座
っ
た
り
、

ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
た
り
、
椅
子
を
持

ち
出
し
た
り
し
て
、
朝
礼
台
の
周
り

で
観
察
し
ま
し
た
。
月
が
す
っ
ぽ
り

太
陽
の
中
に
入
っ
た
と
き
は
、
大
き

な
歓
声
が
湧
き
ま
し
た
。

【
新
高
尾
小
学
校
】

　
登
校
を
約
30
分
早
め
、
金
環
日
食

と
な
る
前
後
５
分
（
計
10
分
）
位
は
、

全
校
で
観
察
。
そ
の
後
、
ピ
ン
ホ
ー

ル
に
よ
る
観
察
。
木
漏
れ
日
の
観
察
。

鏡
の
反
射
に
よ
る
観
察
を
各
学
年
毎

に
実
施
。
観
察
グ
ラ
ス
で
金
環
日
食

を
見
た
と
き
は
、
全
校
児
童
か
ら
驚

き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

【
第
一
中
学
校
】

　
３
年
生
は
修
学
旅
行
の
荷
持
の
運

搬
の
日
で
、
学
校
集
合
を
７
時
30
分

と
し
、
校
庭
で
日
食
観
察
を
行
い
ま

し
た
。
２
年
生
は
や
る
ベ
ン
チ
ャ
ー

ウ
ィ
ー
ク
、
１
年
生
は
朝
練
を
中
止

し
て
登
校
に
は
十
分
気
を
つ
け
る
よ

う
指
導
し
ま
し
た
。
先
生
方
と
一
緒

に
校
庭
で
観
察
し
た
1
年
生
も
多
数

い
ま
し
た
。

【
久
留
馬
小
学
校
】

　
通
常
登
校
と
し
ま
し
た
が
、
希
望

者
に
よ
る
観
察
会
を
７
時
か
ら
行
い

ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
配
布
し
た
観

察
用
フ
ィ
ル
ム
で
作
っ
た
め
が
ね
を

持
参
し
た
２
０
０
名
を
超
え
る
児
童

と
職
員
、
保
護
者
、
地
域
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。
職
員
自
作
の
観
察
用

道
具
や
鏡
な
ど
も
用
意
さ
れ
、
金
環

の
光
を
い
ろ
い
ろ
な
道
具
で
熱
心
に

観
察
で
き
ま
し
た
。
金
星
通
過
は
ち

ら
っ
と
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
あ
ち
こ
ち
の
教
室
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

【
馬
庭
小
学
校
】

　
登
校
時
間
に
余
裕
を
も
た
せ
、
通

学
時
間
の
危
険
を
回
避
す
る
よ
う
配

慮
し
ま
し
た
。
全
児
童
に
日
食
グ
ラ

ス
を
配
布
し
、
各
家
庭
で
観
察
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。と
て
も
美
し

く
珍
し
い
天
体
シ
ョ
ー
に
子
供
達
も

感
動
し
た
事
と
思
い
ま
す
。

【
中
居
小
学
校
】

　
朝
早
く
か
ら
何
名
か
が
校
庭
に
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。観
察
は
、
理
科

委
員
会
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
が
、

入野小学校

多胡小学校

新町第二小学校

体育館の壁に映った木漏れ日
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そ
れ
以
外
の
児
童
も
た
く
さ
ん
集
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

予
定
時
刻
は
見
事
な
金
環
に
な
り
、

少
し
薄
暗
く
な
り
ま
し
た
。
世
紀
の

一
瞬
を
観
察
で
き
た
こ
と
は
、
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。
な
お
、
金
環
日

食
が
登
校
時
間
と
重
な
っ
た
た
め
、

地
区
の
方
々
に
は
登
校
指
導
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

【
高
南
中
学
校
】

　
１
年
生
が
高
原
学
校
２
日
目
、
２

年
生
が
や
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
初
日
、
３

年
生
は
修
学
旅
行
の
２
日
目
に
あ
た

り
ま
し
た
。
榛
名
の
山
頂
で
、
初
出

勤
前
の
自
宅
で
、
旅
先
の
古
都
京
都

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
に
残
る『
金

環
日
食
観
察
』
が
で
き
ま
し
た
。

【
滝
川
小
学
校
】

　
登
校
時
刻
を
１
時
間
早
く
し
て
、

地
域
の
方
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
協
力
し
、
児

童
全
員
が
安
全
に
登
校
で
き
る
よ
う

配
慮
し
ま
し
た
。
全
員
分
の
日
食
グ

ラ
ス
を
購
入
し
、
安
全
に
観
察
す
る

た
め
の
事
前
学
習
も
行
い
ま
し
た
。

日
食
グ
ラ
ス
や
ピ
ン
ホ
ー
ル
を
使
っ

て
観
察
し
た
り
、
木
漏
れ
日
の
形
を

観
察
す
る
な
ど
思
い
出
に
残
る
会
と

な
り
ま
し
た
。
金
星
の
太
陽
面
通
過

も
雲
の
切
れ
間
を
見
つ
け
な
が
ら
全

児
童
が
観
察
を
行
い
ま
し
た
。

【
城
山
小
学
校
】

　
通
学
時
間
帯
の
危
険
を
回
避
す
る

た
め
、
登
校
時
間
を
１
時
間
繰
り
下

げ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
金

環
日
食
の
観
察
が
で
き
る
よ
う
、
事

前
に
観
察
用
メ
ガ
ネ
の
申
し
込
み
が

あ
り
、
安
く
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
と
て
も
珍
し
い
天
体
シ
ョ

ー
を
親
子
で
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
観
察

で
き
た
こ
と
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

【
城
東
小
学
校
】

　
登
校
中
の
子
供
た
ち
の
安
全
の
た

め
、
登
校
班
の
集
合
を
通
常
よ
り
30

分
程
度
遅
い
８
時
と
し
、
集
団
登
校

を
行
い
ま
し
た
。
日
食
を
観
察
す
る

場
合
は
、
各
家
庭
に
て
行
っ
て
か
ら

の
登
校
と
な
り
、
特
に
事
故
や
混
乱

な
ど
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

【
塚
沢
小
学
校
】

　
家
庭
で
の
観
測
や
安
全
な
登
校
の

た
め
に
始
業
時
間
を
20
分
遅
ら
せ
た

り
、
職
員
が
旗
振
り
に
出
る
な
ど
の

対
応
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者

と
一
緒
に
観
測
で
き
る
よ
う
校
庭
を

開
放
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
家
族

が
校
庭
で
観
測
し
神
秘
的
な
瞬
間
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の

心
に
も
き
っ
と
何
か
感
じ
る
も
の
が

あ
っ
た
は
ず
で
す
。

【
入
野
中
学
校
】

　

観
察
は
、部
活
ご
と
に
朝
練
習
の

最
初
の
時
間
で
行
い
ま
し
た
。
事
前

に
観
察
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
を
部

活
ご
と
に
指
導
し
、
日
食
観
察
用
グ

ラ
ス
も
配
布
し
ま
し
た
。
朝
練
習
が

な
い
部
活
で
観
察
を
希
望
す
る
生
徒

は
７
時
20
分
に
学
校
に
集
合
し
、
理

科
の
先
生
が
観
察
を
指
導
し
ま
し
た
。

【
西
部
小
学
校
】

　
登
校
時
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
の
協
力
の
も
と
、
登
校
時
間
を

通
常
よ
り
40
分
程
早
く
し
ま
し
た
。

事
前
に
学
校
で
用
意
し
た
日
食
観
察

メ
ガ
ネ
の
作
成
キ
ッ
ト
を
各
家
庭
で

仕
上
げ
、
そ
の
メ
ガ
ネ
を
使
っ
て
全

校
児
童
、
先
生
及
び
地
域
の
皆
様
一

緒
に
校
庭
で
観
察
し
ま
し
た
。
大
勢

で
金
環
日
食
を
観
察
し
感
動
を
共
有

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
子
供
達
に
と

っ
て
大
変
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

【
吉
井
西
小
学
校
】

　
登
校
時
間
を
一
時
間
早
め
、
全
校

児
童
を
集
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
保

護
者
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
観
察
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
天

気
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
東
の
空
に

は
雲
ひ
と
つ
な
い
、
絶
好
の
観
察
日

和
と
な
り
、
珍
し
い
天
体
シ
ョ
ー
を

み
ん
な
で
一
緒
に
観
察
し
、
一
緒
に

感
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
に
残
る

観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
吉
井
小
学
校
】

　
家
庭
で
保
護
者
と
共
に
日
食
観
察

を
行
え
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
事

前
に
太
陽
メ
ガ
ネ
を
全
員
に
配
布
し
、

併
せ
て
日
食
観
察
の
際
の
注
意
点
を

ま
と
め
た
資
料
を
児
童
と
家
庭
に
配

布
し
、
指
導
を
徹
底
し
ま
し
た
。
登

校
に
つ
い
て
は
、
児
童
の
安
全
を
第

一
に
考
え
、
全
体
で
30
分
繰
り
下
げ

ま
し
た
。
事
故
や
混
乱
も
な
く
、
各

自
が
観
察
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

【
下
里
見
小
学
校
】

　
通
学
時
間
帯
の
危
険
を
回
避
す
る

た
め
に
金
環
日
食
を
観
察
し
た
後
7

時
45
分
以
降
に
家
を
出
る
よ
う
に
配

慮
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3
年
生
以

上
に
は
観
察
用
の
下
敷
き
を
購
入
、

配
布
す
る
と
と
も
に
、
事
前
に
ビ
デ

オ
で
学
習
し
、
で
き
る
だ
け
家
族
と

一
緒
に
観
察
す
る
よ
う
に
指
導
し
ま

し
た
。
な
お
、
6
年
生
は
、
当
日
修

学
旅
行
中
で
宿
泊
先
の
城
ヶ
島
で
観

測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。   

【
国
府
小
学
校
】

　
登
校
時
間
を
１
時
間
早
め
、
集
団

登
校
の
際
の
旗
振
り
も
時
間
を
早
め

実
施
し
ま
し
た
。
区
長
会
、
交
通
安

全
指
導
員
、
保
護
者
に
よ
る
通
学
路

で
の
見
守
り
の
協
力
も
得
ら
れ
ま
し

た
。
観
察
方
法
と
し
て
は
、
全
校
生

徒
が
校
庭
に
出
て
、
事
前
に
用
意
し

た
「
遮
光
グ
ラ
ス
」
を
着
用
し
観
察

を
行
い
ま
し
た
。
遮
光
グ
ラ
ス
を
し

て
い
て
も
、
長
時
間
の
太
陽
の
観
察

は
危
険
で
あ
る
た
め
、
時
間
を
置
き

な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
日
食
が
始

ま
る
と
、
子
ど
も
達
か
ら
大
き
な
歓

声
が
上
が
り
、
興
奮
し
て
い
ま
し
た

の
で
、
よ
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

【
片
岡
小
学
校
】

　
登
校
時
の
安
全
対
策
を
最
重
要
課

題
と
し
、
登
校
時
間
を
遅
ら
せ
ま
し

た
。
金
環
の
観
測
は
、
各
家
庭
で
行

い
、
親
子
で
世
紀
の
瞬
間
を
楽
し
め

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
の
旗
振
り
時

間
も
、
各
旗
振
り
地
区
委
員
会
の
役

員
さ
ん
と
保
護
者
の
協
力
で
、
登
校

時
間
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
、
児
童
が
安
心
し
て
登
校
で
き
ま

吉井西小学校
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し
た
。

【
浜
尻
小
学
校
】

　
登
校
時
間
を
20
分
遅
れ
に
し
、
画

用
紙
で
学
校
自
作
の
「
日
食
観
察
安

全
シ
ー
ト
」
を
全
児
童
に
配
布
し
、

自
宅
で
観
察
し
ま
し
た
。
保
護
者
も

含
め
て
、
見
ら
れ
た
事
に
感
動
し
て

い
ま
し
た
。

【
群
馬
南
中
学
校
】

　
生
徒
や
保
護
者
に
呼
び
か
け
、
学

校
の
校
庭
で
『
金
環
日
食
観
察
会
』

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
気
に

も
恵
ま
れ
、
１
５
０
人
以
上
の
生
徒

や
保
護
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
月
が

太
陽
に
か
か
る
と
気
温
が
下
が
り
始

め
、
太
陽
が
金
環
に
な
っ
た
と
き
の

感
動
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

理
科
の
先
生
方
に
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
学
校
で
観
察
が
出
来
た
こ
と
は

大
変
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

【
南
小
学
校
】

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
考

え
、
登
校
時
間
を
30
分
繰
り
下
げ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
事
前
に
保
護
者
へ

通
達
し
、
①
家
庭
で
観
察
し
て
か
ら

登
校
す
る
、
②
早
め
に
登
校
し
た
子

ど
も
は
学
校
で
観
察
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
遮
光
フ
ィ
ル
ム
の
観
察
用

メ
ガ
ネ
を
全
児
童
に
配
付
し
、
子
ど

も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
く
観
察

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
新
町
中
学
校
】

　
登
校
時
間
は
通
常
通
り
で
、
部
活

動
の
朝
練
習
を
中
止
し
、
家
庭
で
観

察
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。観

察
器
具
が
な
く
観
察
を
希
望
す
る
生

徒
対
象
の
観
察
会
を
７
時
20
分
～
校

庭
で
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
50
人

の
参
加
が
あ
り
、
あ
ち
こ
ち
で
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
７
時
10
分
か
ら

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
と
テ
レ
ビ
を
使
い
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
校
庭
で
放
映
し
生
徒

に
大
好
評
で
し
た
。

【
長
野
小
学
校
】

　
各
登
校
班
集
合
場
所
へ
の
集
合
時

間
を
８
時
と
し
、
通
学
時
間
帯
の
危

機
回
避
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
し

た
。
事
前
学
習
と
し
て
群
馬
天
文
台

の
Ｈ
Ｐ
を
紹
介
し
、
専
用
の
観
察
眼

鏡
が
な
い
場
合
等
に
備
え
て
、
ピ
ン

ホ
ー
ル
方
式
で
観
察
す
る
方
法
と
ピ

ン
ホ
ー
ル
観
察
用
の
厚
紙
が
配
ら
れ

た
学
級
も
あ
り
ま
し
た
。
児
童
が
各

家
庭
で
最
大
食
の
観
察
が
で
き
る
よ

う
配
慮
さ
れ
、
世
紀
の
天
文
シ
ョ
ー

を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

【
岩
平
小
学
校
】

　
児
童
全
員
分
の
「
日
食
専
用
グ
ラ

ス
」
を
用
意
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
確
保
し
希
望
者
は
７
時
～
７

時
15
分
の
登
校
と
し
ま
し
た
。
早
朝

の
希
望
者
観
察
会
で
し
た
が
児
童
全

員
の
参
加
と
な
り
１
７
３
年
ぶ
り
の

「
金
環
日
食
」
観
察
が
有
意
義
に
行

わ
れ
大
変
よ
か
っ
た
で
す
。

【
上
室
田
小
学
校
】

　
タ
ク
シ
ー
通
学
の
地
区
が
あ
る
た

め
、
登
校
時
間
の
変
更
は
な
し
。
早

く
登
校
す
る
児
童
に
対
応
す
る
た
め
、

殆
ど
の
職
員
が
始
業
１
時
間
前
に
出

勤
し
、
児
童
の
支
援
に
当
た
り
ま
し

た
。
観
察
方
法
と
し
て
は
、
遮
光
プ

レ
ー
ト
・
教
師
自
作
の
ピ
ン
ホ
ー
ル

型
投
影
機
等
を
利
用
し
、リ
ン
グ
が

つ
な
が
っ
た
瞬
間
、
子
ど
も
た
ち
の

間
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

【
南
八
幡
中
学
校
】

　
登
校
時
間
は
変
更
せ
ず
に
部
活
動

の
朝
練
習
な
ど
で
早
く
登
校
し
て
い

る
生
徒
と
希
望
者
で
自
主
的
な
観
察

会
を
行
い
ま
し
た
。
日
食
グ
ラ
ス
は

約
１
ク
ラ
ス
分
程
用
意
し
、
生
徒
た

ち
は
交
代
で
使
用
し
た
り
、
自
分
で

持
っ
て
来
た
物
を
使
用
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

【
中
尾
中
学
校
】

　
観
測
は
７
時
33
分
～
７
時
36
分
が

最
大
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、部
活

動
の
朝
練
習
を
し
て
い
る
生
徒
は
、

そ
の
時
間
の
前
後
に
観
察
し
、
朝
練

習
の
な
い
生
徒
は
７
時
20
分
か
ら
日

食
観
察
シ
ー
ト
を
用
意
し
、
登
校
し

て
き
た
ら
観
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
大
類
小
学
校
】

　
旗
振
り
当
番
の
方
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
登
校
時
間
を
30
分
遅
ら
せ
、

自
宅
で
観
測
し
て
か
ら
学
校
へ
登
校

す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
事
前
に
学

校
か
ら
の
通
知
で
観
測
方
法
や
注
意

事
項
を
配
布
し
た
た
め
、
各
家
庭
で

日
食
グ
ラ
ス
や
ピ
ン
ホ
ー
ル
型
の
観

測
器
を
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
、
親

子
で
一
緒
に
観
測
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も

た
ち
が
見
る
こ
と
が
で
き
、
親
子
の

良
い
思
い
出
に
も
な
り
ま
し
た
。

し
て
る
ゾ
!!

み
ん
な
で
エ
コ
体
験

【
倉
渕
小
学
校
】

　
旧
川
浦
小
学
校
近
く
で
地
元
の
方

か
ら
貸
り
た
水
田
を
使
い
、
５
年
生

が
稲
作
り
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
５
月
22
日
に
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。
毎
日
の
手
入
れ
や
観
察
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
夏
休
み
前
に
は
成

長
の
様
子
を
観
察
し
、
秋
に
は
稲
刈

り
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
入
野
小
学
校
】

　
全
校
で
「
一
人
一
鉢
運
動
」
や「
ク

リ
ー
ン
作
戦
」
な
ど
を
行
い
環
境
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
。「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」
に
お
い
て
６
年
生
は
地
域
に
あ

る
「
カ
タ
ク
リ
の
里
」
の
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
、
保
護
活
動
の
お
手
伝
い
を

し
ま
し
た
。

【
多
胡
小
学
校
】

　
地
域
の
農
家
か
ら
学
校
の
裏
の
田

と
畑
を
借
り
て
、
稲
作
と
野
菜
作
り

上室田小学校

フィルターを使用して撮った金環日食
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を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
４
日
に
は
、

全
校
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
、

６
月
中
旬
に
は
、用
水
路
か
ら
水
を

引
い
て
、
３
年
生
が
田
植
え
を
し
ま

し
た
。
梅
雨
に
入
る
と
、
周
辺
の
田

や
大
沢
川
か
ら
蛙
の
鳴
き
声
が
響
き
、

近
く
に
ホ
タ
ル
も
生
息
し
て
い
ま
す
。

【
箕
郷
東
小
学
校
】

　
地
域
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
毎

年
５
年
生
が
田
植
え
の
体
験
学
習
を

し
て
い
ま
す
。
児
童
一
人
一
人
が
手

で
苗
を
植
え
10
月
に
稲
刈
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
六
郷
小
学
校
】

　
本
校
は
高
崎
市
で
最
初
に
尾
瀬
学

校
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
５
年
生
が

対
象
。
事
前
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
事

後
学
習
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
尾

瀬
の
指
導
員
さ
ん
を
招
い
て
発
表
会

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
尾
瀬
で
の
思
い
出
を
描
い
た
子
ど

も
た
ち
の
一
枚
一
枚
の
絵
の
全
て
か

ら
歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

ど
れ
ほ
ど
有
意
義
で
楽
し
い
時
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
た
か
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。

【
中
居
小
学
校
】

　
毎
年
、
５
年
生
が
バ
ケ
ツ
稲
の
生

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先

日
、
市
の
農
政
課
の
方
々
に
お
世
話

に
な
り
、
苗
植
え
を
行
い
ま
し
た
。

今
は
、
植
え
た
3
本
の
苗
が
20
セ
ン

チ
く
ら
い
ま
で
生
長
し
ま
し
た
。
鳥

に
や
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
を

か
ぶ
せ
て
、
見
守
っ
て
い
ま
す
。

【
滝
川
小
学
校
】

　
昨
年
度
か
ら
学
校
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
参
加

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
や
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
な
ど
全
児
童
が
参
加
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
歯
磨
き
の
時

の
水
の
節
約
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ

ャ
ッ
プ
回
収
な
ど
身
近
な
環
境
を
意

識
さ
せ
る
よ
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
学
級
園
の

一
部
を
田
ん
ぼ
と
し
て
整
備
し
、
５

年
生
の
総
合
学
習
の
稲
作
り
で
活
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
農
業
を
す

る
こ
と
で
自
然
と
の
関
わ
り
を
体
験

さ
せ
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
塚
沢
小
学
校
】

　
環
境
委
員
会
や
各
ク
ラ
ス
が
中
心

と
な
っ
て
、
身
近
で
で
き
る
省
エ
ネ

活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
児
童
達

が
作
成
し
た
節
電
ポ
ス
タ
ー
を
校
内

の
み
な
ら
ず
、
安
心
の
家
の
加
盟
施

設
等
へ
掲
示
を
し
て
い
ま
す
。
校
内

緑
化
は
栽
培
委
員
会
が
継
続
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
11
月
に
行
わ
れ
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
主
催
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
向
け
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
３
年
目
の

継
続
事
業
で
す
が
、
今
年
は
「
被
災

地
へ
桜
の
苗
木
を
贈
ろ
う
。」を
合
言

葉
に
、
50
万
個
の
キ
ャ
ッ
プ
収
集
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

【
入
野
中
学
校
】

　
本
校
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
校
庭
に

は
40
本
ほ
ど
の
梅
の
木
が
あ
り
、
６

月
に
は
学
校
行
事
と
し
て
梅
の
収
穫

を
行
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
梅
林
の
管

理
維
持
に
協
力
す
る
た
め
、
夏
休
み

中
に
緑
化
奉
仕
作
業
を
行
い
、
多
く

の
会
員
が
参
加
し
ま
す
。
今
年
も
た

く
さ
ん
の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

【
国
府
小
学
校
】

　
２
年
生
は
夏
野
菜
作
り
、
３
年
生

は
Ｊ
Ａ
国
府
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
大
山
さ
ん
の
全
面
的
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
よ
り
、
国
府
ブ
ラ
ン
ド
白
菜
作

り
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
野
菜
を
利

用
し
学
年
行
事
と
し
て
親
子
料
理
実

習
を
実
施
し
ま
す
。
国
府
地
区
に
は

有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
が
多
く
あ
り
、

地
域
の
産
業
を
知
り
・
関
わ
る
上
で

も
よ
い
体
験
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
上
郊
小
学
校
】

　
６
年
生
が
か
み
つ
け
の
里
博
物
館

と
連
携
し
て
、
田
植
え
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
代
の
お
米

で
は
な
く
、
古
代
米
の
「
赤
米
」「
黒

米
」
と
い
う
種
類
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の
住
む
地

域
の
自
然
の
豊
か
さ
を
体
感
し
つ
つ
、

田
植
え
の
大
変
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
稲
刈
り
も
自
分
た
ち
で
行

い
、
収
穫
の
喜
び
を
知
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
も
餅
つ
き
な
ど
の
体
験
が
待

っ
て
い
ま
す
。

【
長
野
小
学
校
】

　
米
作
り
が
盛
ん
な
地
域
の
特
性
を

活
か
し
、
水
土
里
ネ
ッ
ト
の
方
の
指

導
・
協
力
の
下
、
５
年
生
が
総
合
学

習
で
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

児
童
は
籾
取
り
、
苗
箱
並
べ
の
田
植

え
準
備
を
行
い
、
苗
取
り
、
田
植
え

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
始
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
保
護
者
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ

い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
秋
に
は
稲

刈
り
、
脱
穀
を
体
験
し
、
自
分
達
が

収
穫
し
た
餅
米
で
赤
飯
を
竈
で
炊
い

て
食
べ
る
収
穫
祭
を
学
年
行
事
と
し

て
い
ま
す
。

【
東
部
小
学
校
】

　
４
年
生
で
は
、
校
庭
の
木
々
に
つ

い
て
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
環

境
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
関
心
を
高

め
た
り
す
る
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
植
物
の
名
前
や
特
徴
を

資
料
を
使
っ
て
調
べ
た
後
、
フ
ォ
レ

ス
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
講

師
の
先
生
に
木
々
の
見
分
け
方
や
そ

れ
ぞ
れ
の
木
々
の
特
徴
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
上
室
田
小
学
校
】

　
学
校
の
近
く
で
借
り
た
２
ア
ー
ル

ほ
ど
の
田
に
お
い
て
、
５
年
生
13
人

が
田
植
え
の
方
法
に
つ
い
て
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
教
え
て

い
た
だ
き
、
お
米
作
り
の
一
端
を
学

び
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
喜
ん
で
田

に
入
り
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な
が
ら

も
一
生
懸
命
に
、
心
を
込
め
て
稲
を

一
束
一
束
植
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
終
了
後
、
き
れ
い
に
植
え
ら
れ

た
田
ん
ぼ
を
見
て
、
児
童
も
満
足
感

で
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
で
し
た
。

サツマイモ苗植え

上郊小学校長野小学校
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【
寺
尾
小
学
校
】

　
ど
ん
ぐ
り
の
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・

役
員
Ｏ
Ｂ
・
育
成
会
Ｏ
Ｂ
等
で
結
成
）

の
協
力
を
い
た
だ
き
、
学
校
の
近
く

に
場
所
を
借
り
て
、
２
年
生
は
さ
つ

ま
い
も
植
づ
く
り
、
５
年
生
は
米
づ

く
り
、
６
年
生
は
じ
ゃ
が
い
も
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。
自
分
達
で
植
え

た
も
の
を
自
分
達
で
収
穫
し
、
給
食

で
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
食
べ
る

こ
と
に
よ
り
、
作
る
こ
と
の
大
切
さ

と
食
べ
物
へ
の
感
謝
を
学
ん
で
い
ま

す
。
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自　　校　　方　　式 給　食　セ　ン　タ　ー　方　式
①児童生徒とのふれあいが増え、コミュニケーショ
　ンが高まる
②地元農家との協力や児童生徒が作った農作物を食
　材として活用しやすい
③配送時間が短縮されメニューのバリエーションが
　広がる
④食物アレルギー児童生徒への個別対応がしやすい
⑤調理後喫食までの時間が短いので、食中毒予防や、
　温かさ等の食感についても問題がない
⑥食中毒発生時の被害が最小限に抑えられる
⑦配送費用はかからない
⑧食器変更や新メニュー等、弾力的な運用ができる
⑨学校給食の実施者として、教職員の認識と責任感
　の高揚が図られる
⑩学校栄養職員と教職員との連携により、食指導が
　推進できる

①施設整備及び運営経費（調理員の人件費等）の節
　減と合理化が図られる

②教職員の給食に関する事務負担が軽減され、教育
　活動に専念できる

③集中管理により事務管理、労務管理、衛生管理の
　合理化が図られる

④調理、洗浄作業に大型・自動化機器の導入ができ、
　作業の合理化が図られる

⑤物資の一括配送及び大量発注のため、調達コスト
　が安くて済み、保護者の負担軽　減が図られる

⑥調理員の計画的な労働確保や代替要員の確保など
　弾力的な対応が可能

自校方式
25％

給食センター方式
74％

完全委託方式１％

自校方式
70％

給食センター方式
30％

学校給食実施方法の特徴

【調理場方式比較グラフ（群馬県）】 【調理場方式比較グラフ（高崎市）】

みなさんは、学校で給食を作っている様子を見たことはありますか？
学校内に給食調理室があり、専属の職員が配置されている場合を「自校方式」と言います。それに
対して、複数の学校向けの給食を１か所で共同調理して各学校に配送する場合を「センター方式」
と言います。高崎市の「自校方式」は、県内において特色の１つでもありました。現在では、「セ
ンター方式」を採用している地域との合併に伴い、市内でも両方式が見られます。
そこで「自校方式」と「センター方式」について調べてみました。

※各校からの給食事情に関しましては、ホームページに掲載する予定です。

知ってる？知ってる？知ってる？ わたしたちの街の学校給食
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